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森林環境創造事業

森
林
は
、
水
源
の
か
ん
養
、
土

砂
災
害
の
防
止
、
さ
ら
に
二
酸
化

炭
素
を
吸
収
す
る
こ
と
に
よ
る
地

球
温
暖
化
防
止
の
ほ
か
、
野
生
鳥

獣
の
生
息
の
場
、
人
々
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
の
提
供
な
ど
、

重
要
か
つ
多
様
な
機
能
を
持
っ
て

い
ま
す
。
森
林
が
こ
う
し
た
機
能

を
十
分
発
揮
す
る
に
は
、
適
正
な

管
理
を
継
続
し
て
行
う
こ
と
が
重

要
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
の
林
業
を
取
り

巻
く
情
勢
は
厳
し
く
、
採
算
性
の

問
題
、
高
齢
化
等
に
よ
る
担
い
手

不
足
の
た
め
、
放
置
さ
れ
る
森
林

が
増
加
す
る
な
ど
、
森
林
の
機
能

低
下
が
進
ん
で
い
ま
す
。
県
で
は

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
森
林
を

環
境
林
と
生
産
林
と
に
区
分
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
に
お
い
て
重
点

的
、
効
果
的
な
森
林
管
理
を
行
う

た
め
に
、
森
林
環
境
創
造
事
業
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

御
浜
町
で
は
、
県
の
森
林
環
境

御
浜
町
で
は
、
寺
谷
公
園
を
メ
ー
ン
と
し
て
町
民
が
積
極
的
に

参
加
す
る
森
林
・
住
民
参
加
の
森
づ
く
り
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
浅
間
山
及
び
寺
谷
公
園
周
辺
に
お
い
て
森
林
整
備

を
行
い
花
木
等
の
植
栽
を
実
施
し
て
お
り
、
ま
た
、
保
健
休
養
機

能
向
上
を
図
る
目
的
に
、浅
間
山
遊
歩
道
（
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
）

４
０
０
０
ｍ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

遊歩道を歩こう！遊歩道を歩こう！

創
造
事
業
の
一
環
と
し
て
、
平
成

13
年
度
か
ら
32
年
度
ま
で
の
20
年

間
、
県
か
ら
の
補
助
を
得
て
町
内

の
森
林
整
備
に
あ
た
り
ま
す
。
去

る
３
月
に
実
施
さ
れ
た
寺
谷
公
園

周
辺
で
の
植
樹
祭
も
、
こ
の
事
業

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
の
も
で

す
。

浅間山頂上付近から見る下市木の風景
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浅
間
山
遊
歩
道
に
は
、
寺
谷
公

園
、
稲
荷
神
社
、
稚
子
塚
の
３
ヶ

所
の
登
り
口
が
あ
り
、
全
て
浅
間

山
の
頂
上
で
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

寺
谷
公
園
〜
稚
子
塚
コ
ー
ス
は
約

３
㎞
、
稚
子
塚
〜
稲
荷
神
社
コ
ー

ス
は
約
２
．
６
㎞
、
稲
荷
神
社
〜

寺
谷
公
園
コ
ー
ス
が
約
２
．
４
㎞

に
な
っ
て
い
ま
す
。

寺
谷
公
園
か
ら
約
６
０
０
ｍ
登

っ
た
と
こ
ろ
に
は
御
浜
町
近
隣
の

山
な
み
や
阿
田
和
の
町
が
一
望
で

き
る
展
望
台
が
あ
り
、
気
持
ち
よ

く
昼
食
や
休
憩
を
と
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
コ
ー
ス
の
と
こ

ろ
ど
こ
ろ
に
は
視
界
が
開
け
て
い

●
遊
歩
道

３
つ
の
コ
ー
ス

る
ポ
イ
ン
ト
も
あ
り
、
下
市
木
、

阿
田
和
の
街
な
み
や
七
里
御
浜
の

美
し
い
海
岸
線
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

浅間山山頂から3つのコースに分かれる

稚子塚神社に設置して
いる案内図（阿田和中
学校職員作）

寺谷公園駐車場付近に
設置している案内図
（紀南高校美術部作）

稲荷神社に設置してい
る案内図と製作者の中
村ふみさん（御浜中学
校3年）

●
案
内
図
看
板

農
林
水
産
課
で
は
、
３
ヶ
所
の

登
り
口
に
設
置
す
る
案
内
図
看
板

の
作
成
を
町
内
の
各
学
校
に
依
頼

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
寺
谷
公
園

登
り
口
は
紀
南
高
校
美
術
部
、
稚

子
塚
登
り
口
は
阿
田
和
中
学
校
職

員
、
稲
荷
神
社
登
り
口
は
御
浜
中

学
校
３
年
中
村
ふ
み
さ
ん
が
そ
れ

ぞ
れ
製
作
し
て
く
れ
ま
し
た
。

案
内
図
は
、
縦
約
80
㎝
、
横
約

１
０
０
㎝
の
木
製
。
木
は
ス
ギ
材

を
使
用
し
、
雨
風
や
直
射
日
光
に

も
耐
え
ら
れ
る
よ
う
ペ
ン
キ
で
描

か
れ
て
い
ま
す
。
ど
れ
も
、
個
性

的
で
素
晴
ら
し
い
作
品
に
仕
上
が

っ
て
い
ま
す
。

遊
歩
道
を
散
策
さ
れ
る
際
は
、

是
非
こ
の
案
内
図
看
板
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

●
浅
間
山
遊
歩
道
に
関
す
る

お
問
い
合
せ
は

農
林
水
産
課　

振
興
係


３―
０
５
１
７　

ま
で
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今
、
合
併
協
議
会
（
南
郡
熊
野

４
市
町
合
併
協
議
会
）
で
は
、
合

併
後
の
新
し
い
町
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
あ
ら
ゆ
る
項
目
に
渡
っ
て

協
議
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。「
協

議
会
だ
よ
り
」
で
も
お
知
ら
せ
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
に
、

「
合
併
の
方
法
」・「
合
併
の
時
期
」

に
つ
い
て
は
、
第
２
回
の
協
議
会

で
決
定
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

■
合
併
の
方
法

新
設
合
併

市
町
村
が
合
併
す
る
場
合
に
は
、

「
新
設
合
併
」
と
「
編
入
合
併
」

の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

新
設
合
併
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自

治
体
が
対
等
の
立
場
で
合
併
を
行

う
場
合
で
す
。
ま
た
、
編
入
合
併

は
、
中
心
と
な
る
自
治
体
に
周
辺

の
自
治
体
が
編
入
さ
れ
る
場
合
で
、

い
わ
ゆ
る
吸
収
合
併
と
い
わ
れ
て

合 
併通 

信

５
月
13
日
（
火
）
役
場
く
ろ
し

お
ホ
ー
ル
で
、
平
成
15
年
度
『
区

長
・
自
治
会
長
会
議
』
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

町
の
広
報
広
聴
事
業
の
一
つ
と

し
て
毎
年
実
施
し
て
お
り
、
町
内

19
の
地
区
か
ら
お
集
ま
り
い
た
だ

き
ま
し
た
。

町
長
か
ら
の
平
成
15
年
事
業
概

要
に
続
き
、
各
課
か
ら
の
報
告
、

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
の
経
過
と

現
状
報
告
が
行
わ
れ
た
後
、
そ
れ

ぞ
れ
各
区
、
自
治
会
長
さ
ん
か
ら

数
多
く
の
意
見
や
要
望
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
地
域
に
密
着
し
た
要
望

や
、
広
く
町
の
行
政
に
対
す
る
ご

意
見
、
ま
た
会
議
そ
の
も
の
の
あ

り
方
に
つ
い
て
の
ご
提
言
も
い
た

だ
き
ま
し
た
。
貴
重
な
ご
意
見
、

ご
提
言
は
十
分
検
討
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
今
後
の
行
政
推
進
に
有
意

義
に
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

い
る
も
の
で
す
。
新
設
合
併
と
決

ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
ま
し
て
、
今

後
次
の
よ
う
な
こ
と
が
協
議
さ
れ

た
り
、
決
定
さ
れ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

・
新
し
い
市
の
名
称

・
新
し
い
市
の
事
務
所
の
位
置
や

そ
の
方
式

・
旧
市
町
の
長
は
、
合
併
と
同
時

に
失
職
し
ま
す
の
で
、
50
日

以
内
に
選
挙
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

・
旧
市
町
の
議
員
は
、
原
則
と
し

て
合
併
と
同
時
に
失
職
と
な
り

ま
す
が
、
特
例
に
よ
る
設
置
選

挙
で
特
例
定
数
（
定
数
の
２
倍
。

最
大
52
人
が
想
定
さ
れ
る
）

に
よ
る
選
挙
を
行
う
か
、
最
長

２
年
間
新
市
の
議
員
と
し
て
在

任
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
一
般
職
員
は
、
旧
市
町
を
失
職

し
、
特
例
法
に
よ
り
新
市
に
身

分
が
引
き
継
が
れ
ま
す
。

・
特
別
職
の
職
員
は
全
員
失
職
し

ま
す
が
、
行
政
委
員
会
委
員
に

つ
い
て
は
、
特
別
選
任
手
続
き

が
あ
り
ま
す
。

・
条
例
規
則
等
は
全
て
失
効
し
、

新
市
で
新
規
制
定
が
必
要
で

す
。

■
合
併
の
期
日

平
成
17
年
１
月
１
日

協
議
の
中
で
は
、
期
日
を
決
め

ず
に
目
標
に
す
る
こ
と
は
ど
う
か

と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
合

併
の
期
日
を
明
確
に
し
て
作
業
を

進
め
て
い
く
必
要
か
ら
も
協
議
の

結
果
と
し
ま
し
て
、
全
会
一
致
に

よ
り
平
成
17
年
１
月
１
日
に
決
ま

り
ま
し
た
。

今
後
手
続
き
に
相
当
の
日
数
を

要
す
る
こ
と
や
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
・

事
務
処
理
等
に
で
き
る
だ
け
支
障

の
少
な
い
時
期
が
望
ま
し
い
こ
と
、

ま
た
、
行
財
政
上
の
優
遇
措
置
が

適
用
さ
れ
る
「
市
町
村
の
合
併
に

関
す
る
法
律
」（
合
併
特
例
法
）

の
期
限
が
平
成
17
年
３
月
31
日
ま

で
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
考
慮
さ
れ

こ
の
日
に
決
ま
り
ま
し
た
。

□
広
域
合
併
問
題
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
・
ご
意
見
な
ど
は
、

総
務
課
調
整
室
（

３―

０
５
０

５
）
が
窓
口
で
す
。

ま
た
、
合
併
問
題
だ
け
で
な
く

役
場
の
仕
事
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

つ
い
て
『
出
前
ト
ー
ク
』
も
行
っ

て
お
り
ま
す
の
で
ご
活
用
下
さ
い
。

10
人
以
上
の
方
が
集
ま
る
と
こ
ろ

で
し
た
ら
お
出
か
け
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
詳
し
く
は
総
務
課
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
。

合 
併通 

信

区長・自治会長会議が
開催されました



45

デンパ君

S TOP THE 不法電波

電波利用保護旬間
６月１日から６月１０日まで

みんなの迷惑。
不法電波を追放しよう！

不法無線局の相談は 052-971-9471（不法アマチュア局）
 052-971-9643（不法市民ラジオ、不法パーソナル無線）
テレビ・ラジオの受信相談は　052-971-9648

総務省東海総合通信局　ホームページアドレス（URL）http://www.tokai-bt.soumu.go.jp

６
月
１
日
か
ら
町
の
個
人
情
報
保
護
条
例

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
条
例
は
、
個
人
情
報
の
適
正
な
取
り

扱
い
方
法
と
町
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
開

示
等
を
請
求
す
る
権
利
を
定
め
た
も
の
で
す
。

町
政
の
適
正
な
運
営
と
個
人
の
権
利
利
益
の

保
護
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
条
例
に
よ
る
「
個
人
情
報
」
と
は
、

特
定
の
個
人
が
識
別
さ
れ
、
又
は
識
別
さ
れ

う
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
氏
名
に
よ
っ

て
直
接
個
人
が
わ
か
る
場
合
だ
け
で
な
く
、

氏
名
が
わ
か
ら
な
く
て
も
他
の
情
報
と
結
び

つ
け
る
こ
と
で
個
人
が
わ
か
る
場
合
も
含
ま

れ
ま
す
。

町
が
個
人
情
報
取
扱
事
務
を
行
う
場
合
は
、

名
称
、
目
的
、
内
容
、
対
象
者
な
ど
を
公
表

（
役
場
に
備
え
付
け
た
台
帳
の
閲
覧
）
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

又
、
個
人
情
報
は
、
法
令
等
に
定
め
が
あ

る
場
合
や
緊
急
の
場
合
な
ど
一
部
の
例
外
を

除
き
、
原
則
と
し
て
本
人
か
ら
収
集
す
る
こ

と
や
目
的
外
利
用
・
外
部
提
供
の
禁
止
も
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

町
の
公
文
書
に
記
録
さ
れ
て
い
る
自
分
の

個
人
情
報
を
開
示
請
求
す
る
場
合
は
、
所
定

の
請
求
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
担
当

課
へ
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
原
則
と

し
て
、
請
求
書
が
提
出
さ
れ
て
か
ら
15
日
以

内
に
開
示
（
部
分
開
示
）、
非
開
示
の
判
断

が
行
わ
れ
、
書
面
で
通
知
さ
れ
ま
す
。（
法

令
等
で
開
示
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
り
、
第
三

者
の
個
人
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
に

は
、
開
示
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

開
示
（
部
分
開
示
）
を
受
け
た
公
文
書
に

お
い
て
、
事
実
と
異
な
る
場
合
は
内
容
の
訂

正
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
収
集

方
法
が
こ
の
条
例
に
違
反
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
場
合
は
削
除
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
又
、
利
用
や
外
部
提
供
の
方
法
が
こ

の
条
例
に
違
反
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
場
合

は
利
用
停
止
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

町
で
は
各
請
求
に
対
し
て
、
原
則
と
し
て
30

日
以
内
に
訂
正
等
に
応
じ
る
か
ど
う
か
の
決

定
を
行
い
ま
す
。

開
示
請
求
等
を
は
じ
め
町
が
行
っ
た
決
定

に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
行
政
不
服
審
査
法

に
基
づ
く
不
服
申
立
て
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
町
は
個
人
情
報
保
護
審
査
会
に
諮
問

し
、
審
査
会
の
答
申
を
踏
ま
え
て
決
定
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

又
、
個
人
情
報
保
護
条
例
の
制
定
に
あ
わ

せ
て
情
報
公
開
条
例
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

主
な
改
正
点
は
、
電
磁
的
記
録
が
直
接
視

聴
取
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
だ
れ
で

も
開
示
請
求
を
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、

な
ど
で
す
。

個
人
情
報
保
護
及
び
情
報
公
開
に
関
す
る

ご
意
見
、
ご
質
問
は
、
総
務
課
調
整
室
（


３―

０
５
０
５
）
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

個人情報の
保護等について
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募集します募集します募集します募集します募集します募集します募集します募集します募集します募集します募集します
平成15年度　町政モニターさん募集

町のことを一緒に考えましょう！

町行政は、町民の皆様の声や行動に支えられています。市町村合併やまちづくりをはじめ、
福祉や教育の問題など皆さんが知恵を出し合わなければならない課題がたくさんあります。
そこで平成１５年度町政モニターを募集しています。これまで役場のことをあまり知らなか
ったという方も、「町政モニター」からはじめてみませんか。
◆仕　事

モニター会議（年４回）への出席、モニター通信等による意見の提出、アンケート調査
への回答等

◆任　期
委嘱の日から平成１６年３月末日

◆募集人員
８名（ただし、次の方は除きます。）
２０歳未満の方　町内に住所を有し
ない方　国会議員、地方公共団体の議
員及び公務員の方　国・県のモニター
となっている方　⑤町政モニター経験者

◆謝金等
謝金（年間８千円）及び交通費

◆応募方法
役場総務課及び町内支所、連絡所・町民サービスセンターに備え付けの所定の応募用紙
に必要事項をご記入のうえ総務課まで提出してください。
★昨年度の主な活動★
昨年度は、モニター会議で町の活性化、環境行政、市町村合併などをテーマとして活動

を実施しました。モニター会議では、災害時の対応、かんきつの振興、市町村合併への考
えなど、活発なご意見をお寄せいただきました。なお、活動を通して頂戴しましたご意見・
ご要望につきましては、今後の町政に反映させて参ります。

†問い合わせ先†　総務課調整室　３－０５０５（担当　鈴木）

重
度
聴
覚
障
害
者
の

み
な
さ
ん
へ

町
で
は
、
平
成
13
年
３
月
か
ら
重
度
聴

覚
障
害
者
の
方
を
対
象
に
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に

よ
る
行
政
情
報
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

内
容
は
、
防
災
行
政
無
線
を
通
じ
て
お
知
ら

せ
し
て
い
る
通
常
の
行
政
情
報
で
す
。

ま
た
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
新
規
に
購
入
す

る
場
合
は
、
所
得
に
応
じ
て
助
成
金
が
受
け

ら
れ
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に
よ
る
情
報
提
供
を
ご
希

望
の
方
、
制
度
や
助
成
金
に
つ
い
て
ご
質
問

の
あ
る
方
は
、
総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

総
務
課　

調
整
室 

（
担
当　

中
村
）　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

３
‐
０
５
０
５

Ｆ
Ａ
Ｘ　

２
‐
３
５
０
２

重
度
聴
覚
障
害
者
の

み
な
さ
ん
へ
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御浜町教育委員会自主文化事業（宝くじ文化公演）

「レニングラード国立バレエ」公演
公開講座

「今、注目の前立腺の病気」
－前立腺がんと肥大症について－

【日　時】６月７日（土）午後２時～４時３０分

【会　場】熊野市保健福祉センター 多目的ホール

熊野市井戸町１１５０番地（来場の際

は上履きをご持参ください）

【参加料】無料

【講演内容】

「前立腺とは？」杉村芳樹先生

（三重大学医学部泌尿器科学教室教授）

「前立腺肥大症のお話」山田泰司先生　　　　

　　　（尾鷲総合病院泌尿器科医長）

「前立腺がんの早期発見と治療」

－ＰＳＡ検査を中心に－

曽我倫久人先生（紀南病院泌尿器科医長）

●参加希望者は、福祉健康センターまで

†問い合わせ先†　福祉健康センター住民健康係

２－３８１１（担当　間下）

御浜町教育委員会では、平成１５年度自主文化

事業といたしまして、「レニングラード国立バレエ

公演」を７月３０日（水）午後７時から中央公民

館において開催します。

この公演は、宝くじの助成を受け通常料金の約

半額の入場料となっております。

この機会に、世界で最も美しいと賞される「レ

ニングラード国立バレエ」の魅力満載の楽しいス

テージをぜひお見逃しなく。

◆入場券は、６月２２日（日）午前９時から中央

公民館・ピネインフォメーションにて販売しま

す。大人３，０００円、高校生以下２，０００

円（全席指定）です。特に制限はしておりませ

んが、お一人様１０枚までにお願いします。

†問い合わせ先†　中央公民館　２－３１５１

講  座  名 日　　時 場　所 対　　象 参  加  費 持 ち 物

熊野古道
（馬越峠）
ウォーキング
教室

［定員20名］

6月8日（日）
午前9時　役場集合・出
発→バスで移動→午後4
時　役場帰着予定
※雨天中止

馬越峠
（海山町～
尾鷲市）

子ども～一般（町
内在住・在勤）
※小学 3年生以下
は責任のもてる大
人が同伴してくだ
さい。

100円
（保険料）
※高校生以
下は無料

弁当・水筒等

太極拳教室
［定員30名］

6月6日（金）・13日（金）
20日（金）・27日（金）
午後7時～8時30分

役場3階
くろしお
ホール

一　般（町内在住・
在勤）

100円
（保険料）

運動のできる
服装

折り紙教室
（色紙づくり：
　　　水芭蕉）
［定員30名］

6月24日（火）・
26日（木）

午後1時30分～3時
中央公民館

一　般（町内在住・
在勤）
※両日参加してい
ただける方　

200円
（材料費）

ハサミ、のり、
ものさし
（30㎝程度）

†申し込み・お問い合せ先†　教育委員会生涯学習係　わがら元気塾事務局　３－０５２６

わがら元気塾  自主講座（6月分）わがら元気塾  自主講座（6月分）



89

国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
困

難
な
と
き
！

　

6
月
は
、町
県
民
税
第
１
期
及

び
国
民
健
康
保
険
税
第
２
期
の
納

期
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。納
期
限

ま
で
に
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、納
税
は
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
を
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

納
期
限
6
月
30
日（
月
）

税務職員（税務大学校生）募集

免
除
」
が
あ
り
ま
す
。

後
日
、
社
会
保
険
事
務
所
が
前

年
度
の
所
得
な
ど
を
審
査
し
て
、

結
果
（
免
除
承
認
・
却
下
）
を
お

手
元
に
通
知
し
ま
す
。

免
除
（
全
額
・
半
額
）
が
承
認

さ
れ
た
場
合
は
、
申
請
し
た
月
の

前
月
分
か
ら
翌
年
６
月
ま
で
保
険

料
の
全
額
ま
た
は
半
額
が
免
除
さ

れ
ま
す
。

◆
学
生
で
収
入
が
な
く
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
人
は
、
学
生
証
ま

た
は
在
学
証
明
書
の
写
し
を
持
参

の
う
え
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

後
日
、
社
会
保
険
事
務
所
が
審

査
し
、
承
認
す
る
と
、
申
請
し
た

前
月
分
か
ら
年
度
末
（
翌
年
３
月
）

ま
で
保
険
料
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

◇
免
除
・
学
生
納
付
特
例
を
受
け

た
期
間
の
保
険
料
は
、
10
年
以
内

で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
追
納
と
い
い

ま
す
）。
追
納
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
65
歳
か
ら
受
け
取
る
老
齢
基

礎
年
金
額
を
満
額
に
近
づ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

２
年
を
過
ぎ
る
と
加
算
額
が
つ

き
ま
す
の
で
、
生
活
に
ゆ
と
り
が

で
き
た
ら
少
し
で
も
早
く
「
追
納
」

し
ま
し
ょ
う
。

注
保
険
料
免
除
・
学
生
納
付
特
例

の
手
続
き
は
毎
年
必
要
で
す
。

忘
れ
ず
に
！

◆
自
営
業
や
農
林
漁
業
な
ど
の
第

１
号
被
保
険
者
で
、
前
年
の
収
入

が
少
な
く
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
人
は
、
税
務
住
民
課
国
民
年
金

担
当
窓
口
で
「
保
険
料
免
除
制
度
」

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
保

険
料
免
除
に
は
、
保
険
料
の
全
額

が
免
除
さ
れ
る
「
全
額
免
除
」
と

保
険
料
の
半
額
を
納
め
る
「
半
額

※お分かりにならない点は、税務署へご相談を！

　†問い合わせ先†
　　尾 鷲 税 務 署　　　０５９７－２２－２２２２

中小事業者に対する特例措置

　事業者免税点制度の適用上限が課税売上高 1,000万円に引き下げ
られます。簡易課税制度の適用上限が課税売上高 5,000万円に引き
下げられます。
申告納付制度

　前年税額が一定の額以上の事業者は、中間申告納付を毎月行うこ
とになります。
総額表示の義務付け

　消費者に対する価格表示について、総額表示が義務付けられます。

人事院・国税庁では、「税務職員」を募集しています。

国家公務員採用Ⅲ種試験（税務）

◇受験資格…昭和５８年４月２日から昭和６１年４月１日生まれの方
◇受験申込…平成１５年７月１日（火）から７月８日（火）までに、人事
受付期間 　院中部事務局へ願書提出　　
◇試験日程…第一次試験日　平成１５年９月７日（日）

第二次試験日　平成１５年１０月１６日（木）から
　　　　　　　１０月２３日（木）まで のうち１日

税
務
住
民
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

消費税法の改正について

高校生の税の作文募集

　国税庁では、高校生の皆さんが、税の役割や納税の重要性につい
てさらに理解を深めていただくために、毎年「税に関する高校生の
作文」を募集しています。
応募要綱

◇応募資格　　　…高校生であればどなたでも応募できます。
◇テーマ　　　　…税に関することであればなんでも結構です。
◇応募点数・字数…１人１編。3,000字以内
◇応募の締め切り…平成１５年９月８日（月）

契約書や領収書と印紙税

　印紙税は、契約書、領収書などの課税文書を作成したときに納め
る税金で、２０種類の文書が課税の対象となります。
　この税金は、これらの文書を作成した人が、その文書に定められ
た税額分の収入印紙をはり、これに消印する方法で納めます。
ご注意　印紙税を納めないと・・・

収入印紙をはり忘れますと、はり忘れた収入印紙の３倍
（自主的にはり忘れを申し出たときは、１．１倍）に当たる
金額の過怠税を納めなければなりません。
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季
節

　
カ
レ
ン
ダ
ー

6月

No.270

糖尿病予防教室から

　

３
月
、
三
重
大
学
第
三
内
科
住
田
医
師
に
よ

る
糖
尿
病
予
防
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
内
容

か
ら
御
浜
町
の
検
診
の
結
果
と
、
糖
尿
病
予
防

に
つ
い
て
抜
粋
し
ま
す
。


御
浜
町
に
お
け
る
糖
尿
病
検
診
の
結
果
に
つ

い
て

　

平
成
12
年
度
よ
り
阿
田
和
、
市
木
、
神
志
山

地
区
の
順
で
検
診
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。結
果
、

正
常
の
人
は
80
％
、
境
界
型
は
15
％
、
糖
尿

病
型
は
５
％
で
、
全
国
調
査
の
結
果
と
同
じ
ぐ

ら
い
で
し
た
。
男
女
別
で
は
男
性
の
方
が
糖
尿

病
型
の
割
合
が
高
く
、
早
期
発
見
の
た
め
に
男

性
も
よ
り
多
く
糖
尿
病
検
診
を
受
診
す
る
よ
う

す
す
め
ま
す
。


糖
尿
病
の
予
防
に
つ
い
て

　

糖
尿
病
に
は
、
１
型
と
２
型
が
あ
り
、
日
本

で
は
95
％
が
２
型
で
す
。
２
型
糖
尿
病
は
生
活

習
慣
と
の
関
係
が
深
く
、
早
期
に
異
常
を
発
見

し
、
予
防
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

◎
糖
尿
病
に
な
り
や
す
い
条
件

①
45
歳
以
上
の
中
高
齢
者

②
現
在
肥
満
、
又
は
過
去
に
肥
満
が
あ
っ
た
。

③
妊
娠
中
に
一
時
に
尿
糖
が
で
た
。
又
は
血
糖

が
上
昇
し
た
。

④
４
０
０
０
ｇ
以
上
の
赤
ち
ゃ
ん
を
出
産
し
た

こ
と
が
あ
る
。

⑤
高
血
圧
、
高
脂
血
症
（
中
性
脂
肪
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
異
常
）
の
方

⑥
以
前
に
境
界
型
異
常
と
い
わ
れ
た
こ
と
が
あ

る
。

⑦
親
、
兄
弟
、
血
縁
者
に
糖
尿
病
の
人
が
い
る
。

　

該
当
す
る
項
目
は
い
く
つ
あ
り
ま
す
か
。
糖

尿
病
が
発
病
す
る
前
に
（
境
界
型
異
常
の
段
階

で
）
予
防
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

御
浜
町
の
検
診
で
境
界
型
で
あ
っ
た
方
の
８

割
が
、
生
活
習
慣
の
改
善
で
正
常
型
に
戻
っ
て

い
ま
す
。
改
善
の
内
容
は
、
食
事
面
で
は
、
間

食
を
控
え
る
、
脂
肪
分
を
控
え
る
、
野
菜
を
増

や
す
等
。
運
動
面
で
は
、
歩
数
を
増
や
す
、
こ

ま
め
に
体
を
動
か
す
等
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と

を
改
善
し
、
体
重
が
わ
ず
か
２
〜
３
㎏
減
っ
た

だ
け
で
、
効
果
が
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず

生
活
習
慣
を
見
直
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。

◎
肥
満
の
中
で
も
最
も
問
題
な
内
臓
脂
肪
の
蓄

積
　

肥
満
に
は
、
上
半
身
に
脂
肪
が
多
い
タ
イ
プ

と
下
半
身
に
多
い
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
内
臓

脂
肪
が
疑
わ
れ
る
の
は
上
半
身
肥
満
で
す
。
簡

単
に
は
へ
そ
の
周
囲
径
を
測
定
し
、
男
性
85
㎝

以
上
、
女
性
90
㎝
以
上
で
あ
る
と
上
半
身
肥
満

が
疑
わ
れ
ま
す
。
御
浜
町
の
結
果
で
は
、
男
性

の
40
％
が
上
半
身
肥
満
で
し
た
（
ち
な
み
に
女

性
で
は
４
％
）。
境
界
型
、
糖
尿
病
型
を
合
わ

せ
た
割
合
も
、
肥
満
で
な
い
人
で
は
15
％
で
し

た
が
、
上
半
身
肥
満
で
は
40
％
に
も
な
り
、
肥

満
で
さ
ら
に
上
半
身
肥
満
で
あ
る
こ
と
が
、
糖

尿
病
に
な
り
や
す
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

◎
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
し
や
す
い
条
件

①
男
性
ホ
ル
モ
ン

女
性
で
も
更
年
期
を
す
ぎ
る
と
男
性
ホ
ル

モ
ン
の
働
き
が
優
先
し
ま
す
。

②
砂
糖
の
と
り
過
ぎ

③
加
齢

④
運
動
不
足

⑤
食
べ
過
ぎ

　

先
に
、
町
の
糖
尿
病
検
診
の
結
果
、
異
常
者

の
割
合
が
全
国
の
調
査
と
同
じ
ぐ
ら
い
で
あ
っ

た
と
言
い
ま
し
た
が
、
対
象
者
の
状
況
が
ち
が

い
ま
す
。
町
の
受
診
者
で
は
、
糖
尿
病
と
診
断

さ
れ
た
人
や
治
療
中
の
人
は
除
か
れ
て
お
り
、

普
段
健
康
で
生
活
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。
そ
の

中
で
も
、
す
で
に
糖
尿
病
型
、
境
界
型
の
方
が

２
割
も
あ
り
、
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
く
進
行
し

て
い
る
の
が
糖
尿
病
の
最
も
恐
ろ
し
い
と
こ
ろ

で
す
。

　

御
浜
町
で
は
今
年
度
も
秋
に
糖
尿
病
検
診
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
発
病
が
予
防
で
き
る
境
界

型
の
早
期
発
見
の
た
め
に
も
ぜ
ひ
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

結核を予防しよう
　

結
核
は
過
去
の
病
気

で
は
な
く
、
最
近
で
も

患
者
数
が
徐
々
に
増
加

し
て
い
ま
す
。
自
覚
症

状
の
な
い
人
で
も
年
一

回
は
必
ず
健
康
診
断
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
特
に
次
の
症

状
が
あ
る
方
は
、
受
診

し
ま
し
ょ
う
。


た
ん
が
出
る
。


血
た
ん
が
出
る
。



せ
き
が
２
週
間
以
上
長
引

く
。


胸
が
痛
い
。


微
熱
が
続
く
。


体
重
が
急
に
減
少
す
る
。

糖尿病は

発病する前の予防が大切です発病する前の予防が大切です
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児
童
手
当
の

現
況
届
に
つ
い
て

このコーナーは、
　　身近な情報を
　　　　皆さんにお伝えする

コーナーです

役場本庁での窓口証明業務（戸籍・住民票・印鑑証明のみ）は

  午後６時15分まで受付しています。（月～金）

県保険医協会
　朝９時から翌朝９時まで24時

間、同内容のテープが流れます。

（祝日は前日のテープ）

　毎月内容が変更されます。

０
（津局）

５９-223-1
い
1
い
1
医
4
師

月

火

水

木
金
土
日
ストレスの話

肺がん（がん死亡１位）

近視と仮性近視

ひきつけ（子どものひきつけ）

歯の漂白とは・・・。

6月のテーマ

健康情報テレホンサービス

（フリーダイヤル）

０１２０-141154
６
月
は
児
童
手
当
現
況
届
の
提

出
月
で
す
。
現
在
、
児
童
手
当
を

受
給
中
の
方
は
、
６
月
中
に
役
場

か
ら
現
況
届
に
係
る
書
類
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
お
手
元
に
届
き
ま

し
た
ら
必
要
事
項
を
記
入
し
６
月

30
日
（
月
）
ま
で
に
福
祉
保
健
課
、

町
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
支
所
、

連
絡
所
へ
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

福
祉
保
健
課　

福
祉
係


３
│
０
５
１
５
（
担
当　

山
本
）

【
内　

容
】


基
調
講
演
‥
７
月
５
日
（
土
）

講
師
‥
家
森
幸
男
氏
、
演
題
「
食

で
世
界
を
健
康
に
〜
日
本
食
の
改

善
と
国
際
貢
献
」


鈴
鹿
国
際
大
学
‥

７
月
12
日
（
土
）


松
阪
大
学
‥
７
月
13
日
（
日
）


県
立
看
護
大
学
‥

７
月
17
日
（
木
）


鈴
鹿
医
療
科
学
大
学
‥

７
月
18
日
（
金
）


三
重
大
学
‥
７
月
19
日
（
土
）

⑦
四
日
市
大
学
‥７

月
24
日
（
木
）


皇
學
館
大
学
‥７

月
26
日
（
土
）

※
各
大
学
テ
ー
マ
調
整
中

【
受
講
料
】
無
料

【
会　

場
】
三
重
県
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー

【
申
し
込
み
】
６
月
１
日
（
土
）
〜

※
先
着
順
に
申
込
受
付
け

†
問
い
合
わ
せ
先
†

三
重
生
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー


０
５
９
│
２
２
３
│
１
１
５
０

１
１
５
１

三
重
７
大
学
公
開
セ
ミ
ナ
ー

に
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

紀
南
保
健
福
祉
部　

生
活
・
子
育

て
支
援
グ
ル
ー
プ


０
５
９
７
│
８
５
│
４
１
０
１

【
制
度
名
】

法
施
行
時
の
訪
問
介
護
利
用
者
に

対
す
る
利
用
者
負
担
軽
減
措
置
制

度【軽
減
の
対
象
者
】

平
成
11
年
度
中
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
た
方
で

平
成
11
年
以
降
生
計
中
心
者
が
所

得
税
非
課
税
で
あ
る
世
帯
に
属
す

る
場
合

【
軽
減
率
】

平
成
15
年
７
月
１
日
か
ら
利
用
者

負
担
額
が
６
％
と
な
り
ま
す
。

※
現
在
の
減
額
認
定
証
の
有
効
期

限
が
６
月
30
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

６
月
中
に
更
新
申
請
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

紀
南
介
護
保
険
広
域
連
合
保
険
係


０
５
９
７
│
８
９
│
６
０
０
１

役
場　

福
祉
保
健
課　

長
寿
社
会
係


３
│
０
５
１
５
（
担
当　

榎
本
）

介
護
保
険
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
軽
減

率
が
変
わ
り
ま
す

ど
も
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。
困
っ
て
い
る
こ
と
、

心
配
な
こ
と
に
つ
い
て
少
し
で
も

早
く
解
決
で
き
る
よ
う
、
一
緒
に

考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。（
秘
密

は
固
く
守
り
ま
す
。）

【
日　

時
】

第
１
回：

平
成
15
年
６
月
18
日（
水
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

第
２
回：

平
成
15
年
10
月
17
日（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

第
３
回：

平
成
16
年
２
月
６
日（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

【
場　

所
】

御
浜
町
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

【
対　

象
】

０
歳
〜
18
歳
ま
で
の
児
童
と
保
護

者
、
教
育
・
保
育
等
関
係
者
等

【
内　

容
】

言
語
・
身
体
な
ど
の
発
達
上
の
相

談
、
夜
尿
・
爪
か
み
な
ど
児
童
に

関
す
る
全
て
の
相
談

※
な
お
、
相
談
希
望
者
は
、
事
前

平
成
15
年
度

巡
回
児
童
相
談
実
施

三
重
県
紀
南
保
健
福
祉
部
生
活
・

子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ
で
は
、
子
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新
宿
歌
舞
伎
町
ビ
ル
火
災
等

か
ら
消
防
法
が
大
幅
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

主
な
改
正
点

１
．
消
防
法
違
反
の
是
正
を
図
る

た
め
立
入
検
査
及
び
措
置
命
令

等
の
規
定
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

２
．
防
火
管
理
の
徹
底
を
図
る
た

め
防
火
対
象
物
点
検
報
告
制
度

が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

３
．
避
難
上
必
要
な
施
設
等
の
管

理
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

４
．
罰
則
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

複
合
用
途
防
火
対
象
物
等
に

お
け
る
自
動
火
災
報
知
設
備
の

　

誕
生
の
百
数
十
年
も
前
か
ら
、

簡か
ん

子し

の
竹ち

く

簡か
ん

や
襄

じ
ょ
う

子し

が
得
た
朱し

ゅ

書し
ょ

に
予よ

祝し
ゅ
くさ
れ
て
お
り
、
そ
の
名
前

も
「
成
し
遂
げ
た
武
力
改
革
は
神

霊
の
託
宣
に
よ
る
も
の
」
で
あ
る

こ
と
を
象
徴
す
る
武
霊
王
で
あ
り
、

天
下
に
和
平
を
も
た
ら
す
英
主
と

し
て
期
待
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。

　
〈
あ
と
が
き
よ
り
〉

武霊王

 桐谷　正 著

新刊案内

in
fo
rm
a
tio
n

c
o
rn
e
r

町図書館だより 新書のお知らせ
　

武
霊
王
の
治
世
は
、「
戦
国
の

七
雄
」
と
称
さ
れ
る
韓か

ん

、
魏ぎ

、

秦し
ん

、
燕え

ん

、
楚そ

、
斉せ

い

、
そ
し
て
趙

ち
ょ
う

の

国
々
が
お
互
い
に
攻
伐
を
繰
り
返

し
た
、
中
国
戦
国
時
代
の
中
期
に

当
た
る
。

　

こ
の
こ
ろ
、
各
国
の
間
で
は
、

和
親
攻
伐
、
離
合
集
散
が
繰
り
返

さ
れ
た
。

　

戦
乱
が
続
き
、
不
穏
な
日
々
を

送
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
当
時
の

人
々
に
と
っ
て
、
唯
一
の
願
い
は

平
和
で
安
定
し
た
世
の
中
の
到
来

で
あ
り
、
乱
世
を
収
め
て
天
下
を

統
一
し
て
く
れ
る
英
主
の
出
現
が

待
ち
望
ま
れ
て
い
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
秦
の
恵
け
い
ぶ
ん文

王お
う

や
楚
の
懐か

い

王お
う

な
ど
、
武
霊
王
と

ほ
ぼ
同
じ
時
代
に
生
き
た
王
た
ち

に
も
世
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
た
が
、

武
霊
王
ほ
ど
幅
広
い
人
々
に
渇
望

さ
れ
、
民
衆
の
熱
い
眼
差
し
を
注

が
れ
た
人
物
は
い
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

大好きな韓国　　四方田　犬彦　著

絹扇　　　　　　　津村　節子　著

チューリップ観察事典

　　　　　　　　　小田　英智　著

（中央公民館）

平
成
15
年
度

小
規
模
企
業
者
等
設
備
貸
与
・

設
備
資
金
貸
付
制
度
の
ご
案
内

◆
申
し
込
み
期
間

平
成
15
年
４
月
21
日
（
月
）
〜

　
　

平
成
16
年
１
月
20
日
（
火
）

１
．
本
年
度
は
設
備
貸
与
制
度
の

割
賦
損
料
等
が
（
割
賦
）
年
率

２
．
３
％
、（
リ
ー
ス
）
月
額

リ
ー
ス
料
率
２
．
９
７
９
％

（
３
年
）
〜
１
．
３
８
４
％
（
７

年
）
と
な
り
ま
す
。

２
．
設
備
貸
与
に
係
る
連
帯
保
証

人
条
件
の
緩
和
‥
‥
申
請
額

（
申
込
額
）
が
２
，
０
０
０
万

円
以
下
の
場
合
は
、
役
員
等
内

部
の
者
で
も
可
と
し
ま
す
。

３
．
対
象
従
業
員
規
模
は
原
則

取
り
扱
い
に
つ
い
て

平
成
15
年
10
月
１
日
施
行
さ
れ

ま
す
。複
合
用
途
防
火
対
象
物（
店

舗
や
事
業
所
等
２
以
上
の
用
途
が

複
合
し
た
建
物
）
延
面
積
３
０
０


以
上
の
も
の
に
強
化
さ
れ
、
自

動
火
災
報
知
設
備
の
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

法
改
正
の
詳
細
は
、
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

林
野
火
災
予
防
に
つ
い
て

全
国
的
に
山
火
事
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
山
火
事
や
焚
き
火
、

行
楽
に
お
出
か
け
の
際
の
タ
バ

コ
な
ど
、
火
の
後
始
末
に
は
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

熊
野
市
消
防
本
部
予
防
課
予
防
係


０
５
９
７
│
８
９
│
０
９
９
４

20
人
以
下
（
商
業
、
サ
ー
ビ
ス

業
は
５
人
以
下
で
す
。）

　
（
50
人
ま
で
の
場
合
、
資
金
枠

の
２
．
５
割
の
範
囲
内
で
認
め

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。）

４
．
対
象
設
備
は
創
業
及
び
経
営

基
盤
強
化
を
図
る
た
め
の
設
備

機
器
類
（
土
地
・
建
物
を
除
く
）

で
す
。

５
．
償
還
期
間
は
７
年
で
す
。

　
（
リ
ー
ス
は
耐
用
年
数
に
よ
り

ま
す
。）

６
．
同
一
年
度
内
に
設
備
資
金
貸

付
及
び
設
備
貸
与
が
利
用
で
き

ま
す
。

７
．
受
付
窓
口
は
商
工
会
議
所
、

商
工
会
、（
財
）三
重
県
産
業
支

援
セ
ン
タ
ー
で
す
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

（
財
）三
重
県
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

【
学
生
の
種
類
】

▽
全
科
履
修
生
‥
‥
大
学
卒
業
を

目
的
に
学
ぶ
▽
科
目
履
修
生
‥
‥

１
年
間
在
学
し
、
興
味
の
あ
る
科

目
を
学
ぶ
▽
科
目
履
修
生
‥
‥
半

年
間
在
学
し
、
興
味
の
あ
る
科
目

を
学
ぶ

【
応
募
期
間
】

６
月
15
日
〜
８
月
31
日

†
問
い
合
わ
せ
先
†

放
送
大
学
三
重
学
習
セ
ン
タ
ー


０
５
９
│
２
３
３
│
１
１
７
０

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

放
送
大
学
学
生
募
集

　

―

平
成
15
年
度
第
２
学
期

（
10
月
入
学
）―


０
５
９
│
２
２
８
│
３
１
７
２

FAX
０
５
９
│
２
２
６
│
４
９
５
７
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御浜中学校

◆
次
号
は
尾
呂
志
学
園
中
学
校
で
す
。

豊かな人間性を育て、心身ともに健やかな生徒の育成

教育目標

●生徒数 （Ｈ15.5.1日現在）

１年 ５９人

２年 　４８人

３年 　５３人

計 １６０人

山田安奈さんの作品

御浜中学校では、３年生 53人が「我が町・我が学校」を紹介するパンフレットを作成しま

した。これは、５月に行われた修学旅行での事業所訪問の際、自分たちの町や学校を知って

もらうために、訪問先の会社や専門学校に贈ったものです。

今回は、その作品の中から、生徒たちの視点で見た御浜中学校を紹介します。作品そのもの

を掲載させていただきますので、文字・写真等が見づらくなっておりますが、ご了承ください。

生徒たち手作りの
パンフレットの数々

畦 由美佳さんの作品

濱浦　圭さんの作品
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向こう側向こう側

5/2

みかんナイター

in　甲子園

4/18

交通安全フェスティバル
春の全国交通安全運動期間中の恒例イベント。子どもから高齢者の方ま

でたくさんの人が紀伊自動車学校に集まりました。

運転適性検査（シュミレーター）
での交通事故の模擬体験

小学生自転車運転講習

10回目の今年は、阪神対

横浜戦。試合は、阪神がサ

ヨナラホームランで劇的

勝利をおさめました。

ＪＡ三重南紀イメージガールから、
入場者 3 千人に藪投手の下敷きが
贈られました。

３万３千人の観衆に、
御浜みかん（カラ）をＰＲ
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クローズ
- UP・みは

まち
ょう
の

あなたのページ

　総務課

身近な話題を

　お寄せください

　　　　行政係

鵜殿署 メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

鵜殿署子
ど
も
の
水
難
事
故
を

防
止
し
ま
し
ょ
う

北川前知事に祝福を
受ける宇井氏（中央）

夏
は
、
子
ど
も
達
に
と
っ
て
海

や
川
で
遊
ぶ
こ
と
が
楽
し
み
で
す
。

し
か
し
、
毎
年
、
６
月
か
ら
８

月
に
か
け
て
は
、
子
ど
も
達
が
犠

牲
と
な
る
悲
惨
な
水
の
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
水
の
事
故
を
み
ま

す
と
、
身
近
な
溝
や
河
川
な
ど
で

最
も
多
発
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

事
故
は
、
保
護
者
な
ど
の
大
人
が

今
少
し
注
意
し
て
い
れ
ば
防
止
で

き
た
の
が
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。

水
の
事
故
か
ら
尊
い
子
ど
も
の

生
命
を
守
る
た
め
に
は
、
保
護
者

宇井　泰彦 宇井　泰彦 氏氏
県民功労者表彰受賞県民功労者表彰受賞

の
方
だ
け
で
な
く
、
地
域
ぐ
る
み

で
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

★
保
護
者
の
方
へ

・
幼
児
は
、
思
わ
ぬ
行
動
を
し
ま

す
。
目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
す

る
。

・
子
ど
も
に
は
、
平
素
か
ら
危
険

な
場
所
を
具
体
的
に
教
え
て
、

近
づ
か
な
い
よ
う
に
す
る
。

・
子
ど
も
だ
け
で
水
遊
び
や
水
泳

に
行
か
せ
な
い
よ
う
に
す
る
。

・
子
ど
も
が
出
か
け
る
と
き
は
、

行
き
先
や
帰
宅
予
定
時
間
、
友

達
の
名
前
な
ど
を
確
認
す
る
。

★
地
域
の
方
へ

・
危
険
な
場
所
に
は
、
柵
を
設
け

る
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
で
水
難

の
防
止
に
努
め
る
。

・
遊
泳
場
や
水
遊
び
を
す
る
場
所

に
は
、
浮
き
輪
や
救
命
ロ
ー
プ

を
準
備
し
て
お
く
。

・
危
険
な
川
や
池
な
ど
で
遊
ん
で

い
る
子
ど
も
を
見
か
け
た
ら
、

み
ん
な
で
注
意
し
て
や
め
さ
せ

る
。





　

中
央
公
民
館
へ
、
次
の
方
か
ら

図
書
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。
有

効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

阿
田
和　

奥
地　

昭
子　

さ
ん

長
に
初
当
選
。
57
年
10
月
ま
で
三

期
12
年
に
わ
た
り
、
町
政
の
進
展

に
多
大
な
貢
献
を
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
昭
和
58
年
４
月
、
三

重
県
議
会
議
員
に
初
当
選
し
、
平

成
７
年
４
月
ま
で
連
続
三
期
、
県

政
の
推
進
と
県
民
福
祉
の
向
上
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
文
教
常
任
委
員
会
委

員
長
等
を
経
て
、
平
成
５
年
５
月

に
県
議
会
議
長
に
就
任
し
、
卓
越

し
た
識
見
と
的
確
な
判
断
力
で
県

議
会
の
円
滑
な
運
営
に
尽
く
さ
れ

ま
し
た
。

各
界
で
県
民
の
模
範
と
な

り
、
県
の
発
展
に
寄
与
し
た

人
を
県
が
表
彰
す
る
「
第
39

回
県
民
功
労
者
表
彰
」
の
受

賞
者
に
、
元
御
浜
町
長
宇
井

泰
彦
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
方
自
治
の
振
興

と
発
展
に
尽
し
た
功
績
が
認
め
ら

れ
て
の
受
賞
で
す
。

宇
井
氏
は
、
昭
和
30
年
５
月
か

ら
45
年
９
月
ま
で
阿
田
和
町
及
び

合
併
後
の
町
議
会
議
員
と
し
て
、

町
民
福
祉
の
向
上
と
地
域
の
発
展

に
寄
与
さ
れ
、
そ
の
後
、
御
浜
町

「
県
民
の
日
」
で

あ
る
４
月
18
日
に

は
県
庁
で
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
北
川

前
知
事
か
ら
賞
状

な
ど
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
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（平成15年3月１日～31日届出分）

PLAY  BACK  TOPICS

4月のできごと

３DAY CYCLEROAD 熊野

平
成
十
五
年
度
御
浜
町
春
季
俳
句
大
会

４月１９日（土）、熊野市山崎運動公園をメー

ン会場にして「第５回３DAY CYCLE ROAD 熊

野」が開催されました。町内では、神木から風伝

トンネルまでの国道３１１号がコースとして設定

され、沿道の観客たちは、駆け抜ける選手たちに

あたたかい声援を送っていました。

また、町内ではたくさんの地元住民の方がボラ

ンティアスタッフとして協力してくれました。ご

苦労様でした。

坪内　優
ゆ う と

和く
ん

利行さ
ん・のり子さ

ん 

   阿田和  


浦狩　朋

ほ の か

乃香ちゃん

豊さ
ん・素和さ

ん 

   市　木  



畑野　晟
あきら

く
ん

耕生さ
ん・勝代さ

ん 

植村　美
み づ き

月ちゃん

研一郎さ
ん・由美さ

ん 

御
浜
町
長
賞
（
一
句
高
点
句
）

水
入
り
て　

春は
る

田だ

の
呼
吸　

始
ま
れ
り 

真
砂　

笑
子

御
浜
町
俳
句
会
々
町
賞
（
一
句
高
点
句
）　

檻お
り

の
雉き

じ　

一
声
し
ぼ
り　

山さ
ん

河が

恋こ

ふ 

久
保　

ひ
ま

入
賞
句
（
以
下
互
選
高
点
順
、
右
入
賞
者
を
除
く
）

噴
水
を　

背
に
少
女
等
の　

手
話
弾
む 

 

梛
山　

て
い

鯉
の
ぼ
り　

風
に
命
を　

貰
ひ
け
り 

 

大
川　

青
螺

早さ

苗な

饗ぶ
り

も　

昔
語
り
に　

独
り
酌く

む 
 

河
辺　

憲
生

灯と
も

さ
ず
に　

花
満
月
を　

一
人
住
む 

 

下
川　

幸
子

芽め

楓か
え
でも　

珠た
ま

で
装
う　

雨
の
朝 

 

後
呂　

智
子

地
区
代
表
者
特
選
句

榎
本　

孤
星　

選

灯
さ
ず
に　

花
満
月
を　

一
人
住
む 

 

下
川　

幸
子

須
崎 

久
美
子　

選

か
ぎ
ろ
え
る　

長
ち
ょ
う

汀て
い

誇
る　

浜
七
里 

和
田　

一
潮

石
橋 

寛
朝　

選

八や

十そ

路じ

過
ぎ　

余
生
い
つ
ま
で　

花
は
葉
に 

福
井　

清
子

堀 

一
秀　

選

敗ま
け

鶏ど
り

は　

小こ

舎や

の
暗
き
に　

佇た

ち
つ
づ
く 

七
海　

笑
涙

川
本 

素
秋　

選

絹さ
ぬ

織お
り

の　

肩
に
や
さ
し
き　

春
シ
ョ
ー
ル 

浦　
　

正
枝

※
５
月
号
で
文
字
の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
再

掲
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

下し
も

萌た
え

や　

哀
れ
史し

跡せ
き

に　

人ひ
と

柱ば
し
ら 

久
保　

ひ
ま
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表紙 のことば

お
買
い
物
は　
　
　
　
　
　
　
　

ぜ
ひ
町
内
の
お
店
を　
　
　
　
　
　

ご
利
用
下
さ
い
ネ
。

編集／総務課行政係
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No 410

今月の主な内容
◆遊歩道を歩こう ………………………… � ～ �
◆個人情報保護条例・合併通信 ………… � ～ �
◆募集・イベント案内 …………………… � ～ �
◆税務署・年金・保健だより …………… � ～ �
◆お知らせ・新刊案内 …………………… � ～ �
◆学校紹介・ファインダー ……………… � ～ �
◆ふれあい交差点・赤ちゃん …………… � ～ �
◆クッキング……………………………… 　　�

平成１５年6月１日発行

　５月１８日、社会福祉協
議会とボランティア連絡協
議会主催の「ふれあい広場」
が開催されました。　室内・
屋外・ステージイベントと
たくさんの催しが行われた
中、手話体験コーナーでは、
スマップの「世界にひとつ
だけの花」が手話を使って
歌われていました。

Photo　福祉健康センターにて

手話で
歌おう

まちの
風物詩

5月１日現在　人口 10,264人（+13人） 男4，805人　女5，459人　世帯数4，289戸

年中 のとれる町この広報紙は再生紙を使用しています

年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
絶
好

の
行
楽
日
和
で
し
た
。
特
に
予
定

の
な
か
っ
た
私
は
、
取
材
を
兼
ね

て
、
浅
間
山
遊
歩
道
を
歩
い
て
み

る
こ
と
に
。
▼
そ
の
日
は
、
夏
を

思
わ
せ
る
よ
う
な
暑
い
陽
気
で
し

た
が
、
木
々
の
間
を
通
り
抜
け
て

届
く
陽
射
し
は
と
て
も
柔
ら
か

く
、
頂
上
で
感
じ
る
風
は
と
て
も

気
持
ち
の
い
い
も
の
で
し
た
。
こ

ん
な
す
が
す
が
し
い
気
持
ち
は
久

し
ぶ
り
で
す
。
▼
６
月
に
入
る
と

雨
も
多
く
な
り
ま
す
が
、
た
ま
の

晴
れ
た
休
日
な
ど
は
、
お
弁
当
を

持
っ
て
遊
歩
道
散
策
な
ん
て
ど
う

で
し
ょ
う
。
お
金
も
か
か
ら
ず
健

康
的
。
い
い
こ
と
づ
く
め
の
暇
つ

ぶ
し
に
な
り
ま
す
よ
。

今

【
講
習
日
時
】
10
月
８
日
（
水
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

【
試
験
日
時
】
11
月
12
日
（
水
）  

午
後
１
時
〜

【
講
習
・
試
験
会
場
】

メ
ッ
セ
ウ
イ
ン
グ
み
え
（
津
市
）

【
受
験
資
格
】

平
成
15
年
11
月
12
日
で
満
年
齢
20

歳
以
上
で
、
排
水
設
備
工
事
ま
た

は
排
水
設
備
以
外
の
下
水
道
工
事

あ
る
い
は
水
道
工
事
の
設
計
ま
た

は
施
工
に
関
し
、
受
験
申
し
込
み

現
在
で
２
年
以
上
の
実
務
経
験
を

有
す
る
者

【
申
込
期
間
】
７
月
１
日
〜
７
月

12
日
（
当
日
消
印
有
効
）

†
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
†

生
活
環
境
課　

下
水
道
係


３
│
０
５
１
３
（
担
当　

西
）

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験
実
施

豚 肉 の み そ 味 海 苔 巻 き

高齢者向けサテライト料理教室

材　料（4人分）

豚もも薄きり肉 １６０ｇ

いんげん ４０ｇ

焼き海苔 １枚

片栗粉 適宜

サラダ油 

　　味噌・ごま油・砂糖

 各大さじ 1

　　しょう油 小さじ 1

　　にんにく 4 片分

ピーマン 4 個

（１）焼き海苔は豚肉の幅に合わせて切る。
（２）合わせ味噌を作っておく。
（３）豚肉の細い方を手前にして広げ、（２）の味噌を全体に塗り、

反対側の端を少し残して海苔をのせ、芯にインゲンをのせ、く
るくる巻いて片栗粉をまぶす。

（４）フライパンに油を熱し、（３）の肉の巻き終わりを下にして入れ、
時々転がしながら焼く。

（５） 二等分して切り口を見せ、お皿に盛る。
（６） ピーマンは４つ割にして炒め、火を止めてから残りの味噌で味

付けする。

　『広報みはま』は、御浜町
公式ホームページでも掲載
しています。バックナンバ
ーも取り揃えておりますの
で、是非ご覧ください。◇御
浜町ホームページアドレス◇http:
//www.town.mihama.mie.jp/

合
わ
せ
味
噌


